




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































公 債 外国公債 諸 株 券 社 債 有価証券計
















































































































































































































































































































































































































決算期 件数 増加 件数 減少 残高 主なる増減理由
明３２／上 １２５，８５０
３２／下 ７ ２９２，４４０ １ ４０４ ４１７，８８６ 整理２６１，軍事３１
３３／上 １１ ５６１，３２９ ３ ５０１，７９７ ４７７，４１８
整理３８１，軍事１５５，海軍２５，整理－３６７，
軍事－１０９，海軍－２６
３３／下 ８ ６９，１８４ ３ ９，０３４ ５３７，５６８ 整理６９
３４／上 ０ ４ １０５０７４ ４３２，４９４ 整理－８８，
３４／下 ０ １ ８７ ４３２，４０７
３５／上 １ ２６ ２ １，９７５ ４３０，４５８
３５／下 ２ ３３５，６７５ ６ ８０，５３５ ６８５，５９８ 五分利３０５，軍事３０，整理－３０，軍事評価損－３９
３６／上 ０ ８ １５６，３５５ ５２９，２４３ 整理－２５，軍事－１９，海軍－１２，五分利－１０１
３６／下 ０ ２６ ３８１，０２４ １４８，２１９ 整理－１５２，軍事－９０，五分利－１３９
３７／上 ０ ０ １４８，２１９
３７／下 ３ ３，４７３ ０ １５１，６９２
３８／上 ０ ２ ３，１３１ １４８，５６１
３８／下 ０ １ ２８，５００ １２０，０６１ 五分利－２８
３９／上 ４ ５２，１００ ５ ５３，８８４ １１８，２７６ 軍事４２，整理－４３
３９／下 ３ ３５８，３５８ ０ ４７６，６３４ 軍事１４，五分利３４４
４０／上 ５ ９９，７１０ ０ ５７６，３４４ 五分利９１
４０／下 １５ ２２８，２７３ １ １２，１５２ ７９２，４６５ 整理１１８，軍事１７，五分利９６，五分利－１２
４１／上 ０ ２３ ３１６，３０１ ４７６，１６４ 整理－７６，軍事－２１，五分利－２００
４１／下 １ １，４８１ ５ ４４，２５１ ４３３，３９４ 五分利－３１
４２／上 ０ ０ ４３３，３９４
４２／下 １ ３９６７ ４ ５０，９０５ ３８６，４５６ 五分利－４７
＊３９７，７５１
４３／上 ４ １７，９１６ １４ １９４，０２４ ２２１，６４３ 整理－５４，軍事－２８，五分利－１１１
４３／下 １ １，１７８ ２４ １８５，４７８ ３７，３４３ すべて償還…整理－６３，軍事－３９，五分利－８３
４３／上 （５１，８１３）
４４／下 ０ ０ （４９，９１４）
大２／上 ０ ０ （１５０，３３０）
３／上 ０ ０ （１２８，２３３）
３／下 １ ４９７ １ ３，０００ （１２５，７３０）
４／上 ０ ０ （１１６，９３４）
５／下 ０ ０ （４８，９４７）
１０／下 ０ ０ （５３，４３０）
１１／上 ０ ０ （５３，４３０）














円強を投資，同年９月に Exchequr Bond １．５万
ポンドに約１５万円を投資している。翌４年４月

















































大２ ４ ２９ 独乙帝国公債買入代 Ｍ６０００＠２１０ ２，８５７
３ ６ ３０ Consols２．０５％，£５０，０００ ３６３，０８７ 大４ ４ ３０ ３％ Exchequr Bonds
償還 £１５，０００
１４６，９３９
３ ９ ９ ３％ Exchequr Bonds £１５，０００ １４９，３１１
４ ４ ３０
３．５％ British Government War Loan
£１５，０００




１０１０３１ ５％ British War Bonds £５２，６５０ ４７３，９１１ １０１０３１ ５％ Anleihe des Deutchen Reiehs1918 Mk１００，０００為替差損 ２６，５４５
１０１０３１ ６％ Indian Government Bonds １，２２９，８１１ １１１０３１ ５％ British War Bonds 〃 ３７３，９１０













































































日付 件数 増 加 件数 減 少 残 高 主 な る 増 減 要 因
明３２／上 ２１２，９６１
３２／下 ５ ４２，９０３ ３ １４１３００ １１４，５６４ 柴島紡績払込２０，大阪毛糸買入１７，柴島紡績売却－１２０
３３／上 １５ ７５，１０７ ６ ２６，４６０ １６３，２１１ 大阪毛糸買入払込３７，東京人造肥料取得２８
３３／下 １１ ４６，０２８ ５ １２，５００ １９６，７３９
３４／上 ９ ３６１，６６３ ３ ３，２８５ ５５５，１１７ 九州紡績払込３３１
３４／下 ３ ３１，３５７ ５ １２，２８３ ５７４，１９１
３５／上 ８ ２７，６７０ ６ ２０，３０９ ５８１，５５２
３５／下 ６ ３７，９００ ６ １０，３２０ ６０９，１３２
３６／上 ２ ４６，７９１ １３ ２６，６３８ ６２９，２８５ 上海紡績払込４１
３６／下 ３ ５０４，５８３ １ ８７０ １，１３２，９９８ 阪鶴鉄道買入４７２
３７／上 １ ７，０００ ０ １，１３９，９９８
３７／下 ２ １０，８４０ ９ ６３，２５３ １，０８７，５８６ 鐘紡売却－６０
３８／上 ６ １６，６６９ ２ ２９５，０００ ８０９，２５５ 鐘紡売却－２９５
３８／下 １ ９２０ ２ ５２０，０６７ ２９０，１０８ 阪鶴鉄道売却－４７２
３９／上 ３ ７１，２５２ ０ ３６１，３６０ 三泰紡績買入７０
３９／下 １０ １１６，６１５ ５ １１３，４９０ ３６４，４８５ 台湾製糖払込１０７，日本精糖売却－５０，日本フランネル売却－４８
４０／上 １６ ５４６，０７５ ２ １８，６００ ８９１，９６０ 大阪燐寸払込２５０，大東精糖払込１０５，三泰油房第１回払込１５１
４０／下 ９ ２８１，１０７ ０ １，１７３，０６７ 三泰油房第２回払込１５３，台湾製糖払込８４，小野田セメント払込３９
４１／上 ３ １３５，８０３ １ ２１，０５４ １，２８７，８１７ 台湾製糖第２回払込１２６
４１／下 ２ ２０，８５０ １ １００，０００ １，２０８，６６７ 台湾製糖売却－１００
４２／上 ２ １２，０１５ １ １０，０００ １，２１０，６８２
４２／下 ８ ４５６，４０７ ２ １８，０１１ １，６４９，０７８ 東神倉庫買入３００，台湾製糖払込１４４，小野田セメント払込３９
４３／上 ３ １４５，７４９ ３ ９５，７５０ １，６９９，０７７ 台湾製糖払込１４３，小野田株同族会へ名義変更－９４
４３／下 ６ １４６，９２５ ０ ＊ １，８４６，００２ 台湾製糖払込１０７，戸畑鋳物払込３８
４４／下 ５ ４６，７７５ １ ３７５ ＊ ２，０４３，７８３ 大阪織物買入３０
大２／上 ４ ８５９，６００ １ ３３００００ ＊ ２，９９１，２１３ 松島炭鉱取得６００，遼東汽船取得２５０，価額償却－３３０
３／上 ４ ３９７，７５０ ２ ５００，０００ ２，５４７，６３２ 鐘紡取得２５０，台湾製糖払込８２，日本興業取得５８，遼東汽船戻ス－２５０，朝日紡績交換－２５０
３／下 ４ ４５１，６４１ ０ ＊ ２，９９９，２７３ Metoropolitan Consorida２９７，Shanghai Cotton Mill Co１２８
４／上 ４ １３９，９３８ ２ ２５６，０３８ ＊ ２，８８３，１７３ 三泰油房取得９０，鐘紡売却差金４１，三泰油房減資－９０，鐘紡売却－１６６
５／下 ７ １０８，４８２ １１ １４８，６８２ ＊ ３，１２５，８９３ 台湾製糖払込８２，大阪電気軌道売却－１３３
１０／下 ９ １００，６５６ ３ ７，００６ ２７，８１５，６８４ 東京海上払込３９，金沢電気軌道払込２５
１１／上 １４ ２，８９２，１８８ ６ ５，５１７，９４８ ２５，１８９，９２４ 上海紡織売却差金２７４０，日本電気払込７２，開平炭鉱取得３３，極東練乳払込２５，上海紡織売却－５４７０
















































































会 社 名 関係店 件数 買入・払込 件数 売却等
東洋棉花 ３ ２，２０２，２５０ ２ １３７，５００
台湾製糖 ３５ ９９５，９００ ７ １１７，５００
松島炭坑 １ ６００，０００
阪鶴鉄道 １ ４７１，９００ １ ４７１，９００
九州紡績 １ ３３０，５５０
東神倉庫 １ ３００，０００
鐘淵紡績 ４ ２５２，１２０ ９ ５３９，３３２
遼東汽船 １ ２５０，０００ １ ２５０，０００
三泰油房 牛荘 ２ ２４０，７５０ １ ９０，０００
東京海上 ６ １１６，４９２ ３ ４６４




三泰紡績 上海 １ ７０，４２２
日本興業 大阪 １ ５８，３００
大阪毛糸 大阪 ７ ５４，３２３ １ ３，６３０
大阪織物 神戸 ４ ５２，５００
戸畑鋳物 ５ ４６，０００
上海紡績 上海 ３ ４５，９８２ １ ８７０
日本精製糖 ７ ３８，１００ １ ３，４７０
朝鮮生糸 ３ ３７，５００
日本フランネル 大阪 ５ ３７，３９４ １２ ５５，９３７
東京人造肥料 横浜 ５ ３５，８７０ １５ ４６，７８８
開平炭鉱 上海 ２ ３４，４４６
南勢紡績 ２ ３０，０００
若松築港 門司 ４ ２６，８４０
磐城炭鉱 １ ２５，０００ １ ６００
極東煉乳 １ ２５，０００
柴島紡績 １ ２０，０００ ２ １４０，０００
大日本製糖 ２ １８，５５３ １ ２１，０５４
日本精糖 ５ １７，７００ ２ ９８，１６７
福井精錬 横浜 ２ １５，０００
新架波船渠 １ １４，１００ １ １６，１００
木下商店 営業部 ２ １３，９２０ ２ １３，９１９
入山採炭 ２ １３，８５６ １ １０，８５６
豊田式織機 大阪 １ １２，５００
東京沃硝 １ １０，１００
蓄音機会社（正式名称不明） １ １０，０００




神港倶楽部 神戸 ２ ２，０００
５５
会 社 名 関係店 件数 買入・払込 件数 売却等
明治火災保険 １ １，７００ ２ ２，５００
旭川電気 １ １，６００
第一陸上機関保険 １ １，２５０
香港九龍倉庫 香港 １ ９２８
兵庫共催 神戸 １ ２０ ２ ２５
小 計（Ａグループ）（４９社） １６４ ６，９１６，２１７ ６９ ２，１１６，８６２
上海紡織 １ ５，４７０，２００
朝日紡績 １ ２５０，０００
大阪電気軌道 大阪 １１ １８０，５１３
日本煉瓦 １ １７，５００
日比谷安全肥料 名古屋 １ １５，２５０
和歌山織布 大阪 １ ２，２５０
日本硫酸 １ １，６００
台湾鉄道（解散のため払戻） １ １，３００




長崎電燈 長崎 １ ３７５
関西煉化（解散のため払戻） １ １４６
小 計（Ｂグループ）（１４社） ２４ ５，９４１，７３８
外国系企業
Metropolitan Consolida １ ２９７，４９３
Shanghai Cotton Mill Co. 上海 １ １２８，３６３
Platt Bros. Co. Ltd 倫敦 ３ ２０，７９８
Shanghai Mutual Telephone Co. 上海 ３ ６，５１９
U.S.Testing Co.Inc. １ ５，２６３
U.S.Silk Conditioning. Co. 紐育 ２ ３，０２０
The Bombay Cotton Exchange Co.Ltd 孟買 ２ ２，６８２
Chiness Engineering & Mining Co. 上海 １ ９９３
Takamine Ferment Co. 紐育 ２ ６７２ ２ ７７３
The Baltic Mercantile & Shippig Exchang Ltd １ １
Hongkong Rowloon Warf & Sadown 香港 ２ ６，１９８






U.S.Testing Co.Inc. １ ５，２６３
Chiness Engineering & Mining Co. １ ９９３











































い。外国系でも Shanghai Cotton Mill（日本法人
となって上海紡織），U.S. Silk Conditioning, The
Bombay Cotton Exchange, Platt & Bros. などが
繊維関係とみられる。炭鉱では前出の松島炭坑，
























































































銘 柄 元価訂正 時価訂正
日本電気 ６４００株 ＠５５ ３５２，０００ ６７２，０００
磐城炭鉱 旧５００株 ＠４０ ２００，０００ ２５０，０００
〃 新２５００株 ＠１７ ４２，５００ ５６，２５０
大日本炭鉱 １５０００株 ＠６ ９０，０００ １５０，０００
満州製粉 旧５００株 ＠１３ ７，５００ ２，５００
〃 新１０００株 ＠７ ７，０００ ２０，０００
東京海上火災保険 ３１０００株 ＠１２９ ３９９，９００ ４６５，０００
南勢紡績 ２０００株 １ ２５，０００
神戸海運集会所 ５０株 １ ５，０００
















































































貸 付 金 滞 貸 金 滞貸準備金


































































































































































































































































































































































































































貸 付 金 滞 貸 金



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 ２３８ ２，９６１，７４４ １２１ ３，３２１，９１６
６９
第１５表 貸付金の増減要因（株式会社期） （単位：円，増減要因は千円）
























































































































































































































































































































決算期 増加 減少 主なる増減要因









１１／上 １，６３７，９６７ １，６３７，９６７ 久原商事２１４，シアトル貸金１８７，門司貸金１７５，上海貸金１７１，小樽
貸金１３２，甲谷他貸金１１４，同別口取引１００，倫敦貸金９３，――以上
すべて準備金へ





















滞貸準備金へ 内入額 その他 減少額計
１０／下 ３，６１９ １８ １２６ ３，７６４
１１／上 １，４９６ ５ １３６ １，６３８
１１／下 １３，４３０ ２３ ８ １３，４６１
内入がないわけではないが，きわめて少額
（１件当たりも零細な額が多い）であって，問題
にならない。その他には損失準備金へ振替，引
当金へ，共同海損負担金の為替差損，内容不明
分などが含まれているが，少額である。要する
に，ほとんどが滞貸準備金による処理であった。
５．結びに代えて――若干の問題
それでは最後に，以上で触れていない点，未
解決の問題について若干のコメントをして結び
に代えよう。
 研究史で紹介したように，対象時期内に
『三井事業史』は２つの所有株式一覧表を示し
ている。本稿で知り得た株式の動きとの関連を
ここで整理してみよう。
第１は，大正３（１９１４）年４月末の所有株式と
の関係についてである（Ａ表と呼んでおく）。そ
こでは１７社３３８万円が掲げられている。すなわ
ち松島炭鉱，台湾製糖，日本燐寸，三泰油房，
上海紡織，鐘淵紡績，豊田式織機，大阪織物，
高峰醸造，福井県精錬，日比野安全肥料，小野
田セメント，東神倉庫，遼東汽船，若松築港，
アメリカ生糸検査所，ボンベイ棉花貿易協会で
あるが，その時点までに元帳に登場していない
銘柄は福井県精錬，日比野安全肥料の２社であ
る。元帳に欠けている部分があるので，欠けて
いる時期にあったのかも知れない。反面，元帳
に登場しながらＡ表にない銘柄が日本フランネ
ル，大東精糖，戸畑鋳物，大阪電気軌道，大阪
燐寸の５社であり，元帳の欠如部分で売却等が
あったかも知れないが，少なくとも戸畑鋳物，
大阪電気軌道は存在していたはずである。そし
て株式の増減推移（第７表）では少額のため出て
いないが，かなりの銘柄が元帳には記載されて
いる。すなわち，大阪毛糸，東京人造肥料，日
本精製糖，日本精糖，大日本製糖，東京沃硝，
入山採炭，浜谷帽子，香港九竜倉庫，明治火災，
神港倶楽部，棉花倉庫，日本興業，蓄音器会社
U.S.Silk Conditioning，上海共同電話，第一陸
上機缶保険がある。日本精製糖と日本精糖は合
併して大日本製糖となるから，Ａ表には出てこ
ないが，それ以外の上記銘柄は出てくる可能性
があろう。金額的には少額もあるが，傍線銘柄
は１万円以上の投資である。
第２は，大正１１（１９２２）年１０月末の所有株式と
の関係についてである（Ｂ表と呼んでおく）。Ｂ
表では４２社，２，２６９万円（外に外貨建若干）と多
数，多額になっているが，東洋棉花だけで１，３３６
万円を占めていることに留意する必要がある
（残る４１社で９３３万円＋外貨建）。元帳には登場
していない銘柄が基隆炭鉱，北海道硫黄，大正
海上，横浜正金銀行，日本樟脳，郡是製糸，小
田原紡織，湯浅蓄電池，安全索道，日華蚕糸，
片倉製糸，河野製糸，日本煉瓦，台湾倉庫，横
浜絹布倉庫，長春運輸，台湾拓殖倉庫の１７社，
７４
８０９万円におよぶ。おそらく元帳の欠如してい
る時期に取得されたと推測される（そのうち１００
万円以上の投資は傍線の３社６０９万円，１０万円
以下が８社）。元帳欠如のため考察できなかっ
た大正５～９年における物産の大投資が上記の
取得銘柄であったと推察される。逆に元帳に登
場しながらＢ表にない銘柄が南勢紡績，満蒙製
粉，木下商店，朝鮮生糸，日本貿易商会の５社
あるが，投資額１～４万円が傍線３社で全部合
わせても少額である。
しかし『三井事業史』には大正５年１２月から
９年１０月まで買収，買増し，増資払込などで投
資した銘柄が列挙されている１）。すでにＢ表に
掲げられている銘柄が多いが，南部物産，尾張
耐火煉瓦製造，欧亜蚕業，南満鉱業，横浜撚糸
織物，朝鮮生糸，関西紡績，満州柞蚕紡績，東
亜蚕糸，帝国蚕糸の１０社が登場していない。取
得しながら１１年１０月までに手放したことも考え
られるが，Ｂ表で洩れている可能性がある。列
挙された銘柄については数量がなかったり，額
面だけであったり，投資額を計算することがで
きないから，列挙期間にどれだけの投資額にな
るのかも判明しない。それでも本稿で元帳がな
いために知り得なかった巨額の株式投資の内容
がかなり明らかになっていることは幸いである。
以上の検討から，Ａ表，Ｂ表とも折角苦心し
て作成しつつも，必ずしも完全とは言い難く，
本稿の元帳から得た結果と接合して利用すべき
であろう。
 次に，貸付金先と所有株式との関係である
が，Ａ表，Ｂ表通じて重複しているのは松島炭
鉱，台湾製糖，東洋棉花，鐘淵紡績，三泰油房，
大日本製糖，東京沃硝ぐらいで，傍線は三井系
ないし物産系である。全体からいえば重複は少
ないというべきであろう。別言すれば，相手に
よって株式取得と貸付は使い分けられていた，
あるいは有効性を異にしていたのかも知れない。
本稿の第２の課題と関連するが，物産が一手
販売権取得など営業戦略として取引先を取り込
む手段としては，株式所有は銘柄が少なく，１
取引先に対する投資額も小さいものが少なくな
い。他方，貸付先では大口先だけでもかなりの
銘柄があり，中，小口まで注目すると多数先が
浮上する。しかしながら支援目的での貸付ばか
りでなく，売掛金，立替金まで貸付金に計上し
ている事例が多くみられ，それらは区分して考
えるべきであろう。もちろん売掛や立替も相手
を支援することにはなるが，本来の会計処理に
したがって売掛金や立替金として扱うべきであ
ろう。売掛が回収困難となるや貸付金に振替え，
さらに滞貸金として処理しているごとくである。
物産の貸付金分析は，案件を吟味してその性格
を分別すべきであり，相手先への支援の目的・
程度を見極める作業が必要である。元帳分析か
らでは株式取得あるいは貸付が一手販売権の取
得にどうつながっているのか，検証の材料は得
られなかったが，逆に一手販売権獲得のリスト
があれば，それに対する株式取得あるいは貸付
の有無を探し出すことは可能である。今後に残
された検討課題の一つである。
 他方，株式投資や貸付は本店が店部を支援
ないし要請に応えて行われるはずであり，個々
の株式取得や貸付がどの店部に関するものかを
見極める必要がある。元帳では摘要欄に店部名
が略号で記載される事例も多数見出すから，あ
る程度の分析が可能なようである。反面，記載
がなかったり，意味不明の略号であったりして
いるので，網羅的に把握することは不可能でも
ある。不十分を承知の上で，元帳によって店部
毎の営業支援のための株式取得，貸付を整理す
ること，店部営業の尻拭いを滞貸金処理の形で
引き受けていること，本店の判断による対外投
資，取引先の株式取得から生ずる償却ないし評
価損の実態を明らかにすることなどが必要であ
戦前期三井物産の諸投資
７５
ろう。
また，『三井事業史』は次のように注意を喚
起していることは重要である。
「大正７年上期末現在（１９１８年４月末）でみた
場合，三井物産所有の株式は簿価約１，０００万
円（払込金８６７万円），イギリス，インドなど
外国公債約２５０万円で，有価証券投資１２５０万
円にたいし，他方で関係事業への貸出金や一
手販売契約相手への前貸金合計６９１万円と北
炭，松島炭鉱，小野田セメント，上海紡織，
台湾製糖などへ引合店貸借勘定の貸越７４４万
円，つまり貸金が総計約１，２００万円存在した
ことである」２）
そこでは関係事業貸出，一手販売契約相手へ
の前貸金，引合店貸借勘定の貸越での把握が行
われていることが知られる。支店長会議での説
明であって，目下のところ上記以上のことは知
り得ないが，内部的な作成資料が発掘されるこ
とを望むとともに分析の深化の必要を感ずる。
１）『三井事業史 第３巻上』３７１～３頁。銘柄
は分かるが，数量がなかったり，額面での表
示であったり，正確でないのは依拠した議事録
の記載がそうなっていたからであろう。なお，
その中で日本電気株式引受が「１万株，額面
５０万円全額出資」とあるのは「１万株，額面５０
円払込済」の誤り。また，Ｂ表に「戸田鋳物」
とあるのは「戸畑鋳物」の誤植である。
２）『三井事業史 第３巻上』３７７頁。
［付記］ 本稿は２００５・６年度科学研究費補助金
基盤研究（Ｃ）「戦前期総合商社の補助業務の
実証的研究」（代表者 麻島昭一）による研究
成果の一部である。本稿が依拠した「三井物
産元帳」の大量複写については，三井文庫，
特に永井・大塚両氏にお世話になった。厚く
お礼を申し上げる。
７６
